




研究目的 

21 水酸化酵素欠損による先天性副腎皮質過形成(C.A.H.)のマス・スクリ一ニングを実施す

るにあたり、異常児を発見するためのろ紙血 17-OHP 値の Cut off 値の設定は、正常新生児

に於ける 17-0HP 値の生後発達からの情報と新生児期早期に発見されたCAH 児の 17-OHP 値

の推移からとの情報に基づいて決められてゆくべきと考える。現在マス・スクリーニング

を実施している札幌市に於てはろ紙血17-OHP 値 5ng/ml を Cut off 値としているが、この

設定値にても再採血率が約 1%もあり、さらに検討を要する課題である。今回我々は正常新

生児のとりうるろ紙血 17-OHP 値の変動を知るために、在胎週数、生下時体重別に、そのろ

紙血 17-OHP 値に及ぼす影響について検討し、また日内変動の生後発達についても検討した

。 


